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令和４年度 大学院人文科学府 修士課程 第２期入学試験問題 
（日本語） 

 
解答は、解答用紙に書くこと。その際、「問１－１」などと記し、どの問いに対する解

答かを明示すること。 
 
問１． 次の文章を読み、後の問いに日本語で答えなさい。 
 
 (1)日頃の生活の中で、今この人にどのような(2)言葉遣いで話したらいいのか、迷っ

た、困った、という経験はないでしょうか？大学生を対象とした面接調査でこんな質問

をしたところ、一人の女子学生から次のような答えが返ってきました。 
(3)同い年の友達と 1 年上の先輩と 3 人で話しているとき、敬語を使えばいいのか、

普段友達と話すときの「タメ語」を使えばいいのか迷う。友達に「これこれだよね」と

いう感じで話しても、同じ空間の中で先輩にも伝わっているわけだから、不快に思われ

るのではないかと思ったりする。でも、(  A  ) 友達に「これこれですよね」と言うの

もおかしいし…。 
これは、日常ごくありがちな場面です。それでも、自分がその立場になったら、やは

りどうしようかと迷う人は多いのではないでしょうか。それぞれの人と別々に話すとき

には(4)各々に合った話し方ができても、3 人一緒だと、「後輩」と「同年の友達」とい

う自分の異なる二つの役割を同じ一つの言葉遣いの中で両立させられない、というわけ

です。 
私たちは、(5)様々な人に接するごとに、「です」「ます」を使うか、「わたくし」

と言うか「あたし」と言うかなど、言葉の使い分けを調節しています。(  B  )、こう

した話を聞くと、私たちが選んだり調節したりしているのは実は言葉そのものだけでは

ないことに気づきます。今ここで話しているのはどんな「自分」か、どのように「相手」

や「場の状況」に向き合っているかを、使う言葉によって表しているのです。ですから、

言葉自体の使い分け方は分かっていても、それによって表す自分をどうしようかと決め

かねて、困ることもあるのではないでしょうか。 
(   C   )、上述の学生さんに、「先輩とお友達、二人に同時に質問を投げかけると

きはどっちに合わせるんでしょうねえ？」と質問してみました。答えは、「『これどう

思う？思います？』って言いますね(笑)。」でした。 
 

（福永由佳 「私はいくつ？」国立国語研究所『暮らしに生きることば』 
第 17 号(2003 年 10 月 1 日発行より） 
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問１－１ 下線部 (1)-(5)の漢字の読み方をひらがなで書き、その表現の意味を日本語

で説明してください。 (25点) 
 
問１－２ (  A  )に入る表現として適切なものを 1 つ選びなさい。 

a. だからといって 
b. しかし 
c. それならば (5点) 

 
問１－３ (  B  )に入る表現として適切なものを 1 つ選びなさい。 

a. よって 
b. しかし 
c. すると 
 (5点) 

 
問１－４ (  C  )に入る表現として適切ではないものを 1 つ選びなさい。 

a. ところで 
b. ちなみに 
c. 逆に 
 (5点) 

問１－５ 波線部分について、どういうことか日本語で簡潔に説明しなさい。 
 
 (20点) 

 
 
問２．上記の文章も踏まえつつ、話し相手に応じて敬語と「タメ語」の使い分けを行う

という点について、自身の日本語学習（ないし運用）の経験から難しいと感じた

ことを書きなさい。 
  (40点) 


